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研究背景
問題：機械騒音，燃焼振動による機器の損傷
対策：共鳴器による騒音低減

無次元比音響インピーダンス
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𝜃: レジスタンス 𝜒: リアクタンス
𝑝: 音圧 𝑢: 粒子速度 𝜌: 密度 𝑐: 音速
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先行研究
気流 小→音圧レベルによってθが上昇
気流 大→気流速度の1次関数でθが上昇
⇒音波と流れの干渉の仕方が変化？

渦により𝜃の値が変化?

渦の様子をCFDで可視化

CFDによる𝜃の上昇傾向の再現

渦の形状の変化 研究課題

解析モデル

境界条件
紙面手前，奥はslip wall
Inlet，Outlet以外の面は
non slip wall
解析条件
𝑆𝑃𝐿𝑚𝑖𝑐2 = 110, 130, 140 dB

𝑈 = 0~80 m/s

𝑓𝑝 = 188 Hz その他
解析ソフト ANSYS Fluent
乱流モデル RANS SST k-𝜔

インピーダンスの算出方法

背面マイク法
共鳴器背面(断面1の音圧𝑝1)と，共鳴器
開口部(断面2の音圧𝑝2)の伝達関数から
音響インピーダンスを算出する方法
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𝑝1
：伝達関数

結果

𝝎𝒓𝒎𝒔
′ の分布（130 dB）

気流 小→音圧レベルによって𝜃が上昇
気流 大→一定の傾きで𝜃が上昇

⇒𝑼-𝜽の傾向が実験結果と一致

<レジスタンスを実験結果と比較>

気流 小→音の影響
気流 大→気流の影響

<渦の発生の原因>

まとめ
• CFDによるレジスタンスの上昇傾向の再現の実現

→CFDの解析でも実験と同様の現象が発生している
• 渦の発生の原因が気流の大きさによって変化する

→ 気流 小→孔板噴流によって発生
気流 大→気流によって発生
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